
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった
使いかたをすると、火災や感電などにより人身
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた
めに次のことを必ずお守りください。

• 安全のための注意事項を守る
この「安全のために」の注意事項をよくお読み
ください。

• 故障したら使わない
動作がおかしくなったり、ACパワーアダプ
ターなどが破損しているのに気づいたら、す
ぐにテクニカルインフォメーションセン
ター、またはお買い上げ店、ソニーサービス
窓口に修理をご依頼ください。

テクニカルインフォメーションセンター、ま
たはお買い上げ店、ソニーサービス窓口にお
持ちになる際は、必ずヘッドホンとプロセッ
サーを一緒にお持ちください。

コードレス
ステレオヘッドホン
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取扱説明書

3-238-078-02(1)

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守ら
ないと、火災や人身事故になることがあ
ります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項
と製品の取り扱いかたを示しています。この取扱説明書
をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お
読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保
管してください。

安全のために

警告表示の意味
取扱説明書及び製品では、次のような表示を
しています。表示の内容をよく理解してから
本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電・漏液・発熱・
破裂などにより死亡や大けがな
どの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守らない
と、大けがなど人身事故の原因
となります。

この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故によりけ
がをしたり周辺の家財に損害を与
えたりすることがあります。

行為を禁止する記号

運転中は使用しない
自動車の運転をしながらヘッドホンを使用した
り、細かい操作をしたりすることは絶対におや
めください。交通事故の原因となります。

下記の注意を守らないと、

火災・発熱・発火・
感電によりやけどや

大けがの原因となります。

下記の注意を守らないと、

けがをしたり周辺の家財に
損害を与えたりすることがあ
ります。

大音量で長時間つづけて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけ
て聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあり
ます。呼びかけられて返事ができるくらいの音
量で聞きましょう。

はじめからボリュームを上げすぎない
突然大きな音が出て耳をいためることがありま
す。ボリュームは徐々に上げましょう。とく
に、MD、CDやDATなど、雑音の少ないデジ
タル機器を聞くときにはご注意ください。

かゆみなど違和感があったら使わない
使用中、肌に合わないと感じたときは使用を中
止して医師またはテクニカルインフォメーショ
ンセンター、またはお買い上げ店、ソニーサー
ビス窓口にご相談ください。

電池についての
安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火による大け
がや失明を避けるため、下記の注意事項を必ず
お守りください。

主な特長
本機は、デジタル赤外線伝送方式を使用した
デジタルサラウンドヘッドホンシステム
MDR-DS8000用の増設ヘッドホンです。
DVDプレーヤーやBSデジタルチューナーな
どと、別売りのプロセッサーを、光デジタル
接続ケーブルで接続するだけで、マルチチャ
ンネルのサラウンド音場をヘッドホンで快適
にお楽しみいただけます。

• 外来ノイズなどの影響を受けにくく、CD音
質と同等のデジタル赤外線伝送を利用し
た、コードレスヘッドホン採用（非圧縮伝
送）

• ヘッドホン部にヘッドトラッキングシステ
ム搭載で、よりリアルな臨場感を再現

• ヘッドバンド調節不要のフリーアジャスト
機構

• ヘッドホンをかけるだけで自動的に電源が
入り、はずすと自動的に電源が切れる、
オートパワーオン／オフ機能

• ヘッドホンの左右の音量を連動して調節でボリューム

きるVOLつまみ
• 電源は、付属または指定の充電式ニッケル
水素電池、または別売りの単3形アルカリ乾
電池の二通り。

別売りのプロセッサーが必要です
本機は単体ではご利用になれません。
別売りのソニーデジタルサラウンドヘッドホ
ンシステムMDR-DS8000と組み合わせてお
使いください。

ご注意
CEマークは主にEEA（European Economic
Area）各国など、法律に定められた国において
のみ有効です。

主な仕様
一般仕様
変調方式 DQPSK
副搬送波周波数 4.5MHz
周波数特性 12 ～24,000Hz
電源 付属または推奨の充電式ニッ

ケル水素電池または別売りの

単3形アルカリ乾電池
質量 約350g（充電式電池含む）

付属品
充電式ニッケル水素電池 NH-AA (1600mAh
min)（2）
取扱説明書（1）
ソニーご相談窓口のご案内（1）
保証書（1）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく
変更することがありますが、ご了承ください。

充電式電池について
• 付属の充電式電池を他の機器に使用しない。
この電池はコードレスステレオヘッドホン専
用です。

• 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れ
る。

• MDR-DS8000に付属または推奨の充電器以
外で充電しない。

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。
• 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下
の車中など、高温の場所で使用・保管・放置
しない。

• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と
一緒に携帯・保管しない。ショートさせな
い。

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけ
たりしない。

• 液漏れした電池は使わない。
• 指定された種類以外の充電式電池は使用しな
い。

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用し
ないときも取りはずす。

乾電池について
• 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れ
る。

• 充電しない。
• 火の中に入れない。分解、加熱しない。
• 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下
の車中など、高温の場所で使用・保管・放置
しない。

• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と
一緒に携帯・保管しない。ショートさせな
い。

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけ
たりしない。

• 指定された種類以外の電池は使用しない。
• 液漏れした電池は使わない。

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用し
ないときも取りはずす。

• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池
を混ぜて使わない。

お願い
使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子（金
属部分）にテープを貼るなどの処理をして、充電
式電池リサイクル協力店にご持参ください。

液もれが起こったときは、電池入れについた液
をよくふき取ってから新しい電池を入れてくだ
さい。

アルカリ電池の液が漏れたときは
素手で液をさわらない
• アルカリ電池の液が目に入ったり、身体や
衣服につくと、失明やけが、皮膚の炎症の
原因となることがあります。そのときに異
常がなくても、液の化学変化により、時間
がたってから症状が現れることがありま
す。

必ず次の処理をする
• 液が目に入ったときは、目をこすらず、す
ぐに水道水などのきれいな水で充分洗い、
ただちに医師の治療を受けてください。

• 液が身体や衣服についたときは、すぐにき
れいな水で充分洗い流してください。皮膚
の炎症やけがの症状があるときは、医師に
相談してください。

日本国内での充電式電池の廃棄について

ニッケル水素電池は、リサイク
ルできます。不要になったニッ
ケル水素電池は、金属部にセロ
ハンテープなどの絶縁テープを
貼って充電式電池リサイクル協
力店へお持ちください。

充電式電池の回収・リサイクルおよびリサイク
ル協力店については
社団法人電池工業会ホームページ
http://www.baj.or.jp/ を参照してください。



N 使いかた

音声を聞く
MDR-DS8000の取扱説明書も併せてご覧くだ
さい。

1プロセッサーに接続したAV機器の
電源を入れる。

2プロセッサーの電源を入れる。
3ヘッドホンをかける。
POWERランプが赤く点灯し、自動的に電源が
入ります。

4音量を調節する。

5ヘッドトラッキング機能をONに
する（プロセッサーの出力モード
を「VIRTUAL FRONT」または
「VIRTUAL SURROUND」にし
た場合）。

正面（例えばテレビなど）を向いて、HEAD
TRACKINGスイッチをONにし、約2秒間じっ
とする。
ヘッドトラッキングシステムが安定するまでは
頭を動かさないでください。この間音声は出力
されません。
ヘッドトラッキングシステムが安定すると再生
音が聞こえてきます。このあとは頭を動かして
も横や後ろを向いても、正面方向から音が聞こ
えるようになります。

ご注意
• ヘッドトラッキング機能の安定動作のため、必
ずヘッドホンを正しく（垂直に：手順3参照）装
着してください。

• HEAD TRACKINGスイッチをONにするた
び、また、ONの状態でヘッドホンをかけるた
びに、新たにヘッドトラッキングシステムの安
定化を行ないますので、その都度、約2秒間頭
を動かさないでください。

• ヘッドホンから聞こえる音の正面方向と、実際
の正面にズレがある場合は、正面を向いて、
ヘッドホンのRESETボタンを押してください。

ヘッドホンをはずすと自動的に電
源が切れます
— オートパワーオン／オフ機能
お使いにならないときは、プロセッサーにかけ
るなどしてフリーアジャストバンドが引き上げ
られた状態にならないようにご注意ください。
オートパワーオン機能が誤って働いてしまい、
電池が消耗します。

電池の残りを確認するには
フリーアジャストバン
ドを引き、POWERラ
ンプが赤く点灯すれば
使用できます。
POWERランプが点滅
して、ヘッドホンから
「ピーッ、ピーッ、…」

N 準備

ヘッドホンに電池を入
れる
まず、付属の充電式ニッケル水素電池を、
MDR-DS8000に付属の充電器で充電してくだ
さい。詳しくは、MDR-DS8000の取扱説明書
をご覧ください。

1本体左側にある電池ぶたを開け
る。

2付属の充電式電池を入れる。

3電池ぶたを閉じる。

電池の持続時間

*周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と
異なる場合があります。

ご注意
本機にはマンガン電池はお使いになれません。

電池の交換時期
電池が消耗してくると、ヘッドホンの右側にあ

パワー

るPOWERランプが点滅して、ヘッドホンから
「ピーッ、ピーッ、…」という音がします。その
場合、充電式電池を充電するか、新しいアルカ
リ乾電池に交換してください。

電池ブタが外れた場合の取り付け
方法
図のようにAとA、BとBを合わせて取り付け
てください。

N その他

使用上のご注意
取り扱いについて
• 本機を落としたりぶつけたりなど強いショッ
クを与えないでください。故障の原因となり
ます。

• 本機を分解したり、開けたりしないでくださ
い。

次のような所には置かないでくだ
さい
• 直射日光があたる所や暖房器具の近くなど温
度が非常に高い所

• 風呂場など、湿気の多い所

ヘッドホンについて

まわりの人のことを考えて
ヘッドホンは、音量を上げすぎると音が外にも
れます。音量を上げすぎて、まわりの人の迷惑
にならないように気をつけましょう。
雑音の多いところでは音量を上げてしまいがち
ですが、ヘッドホンで聞くときはいつも、呼び
かけられて返事ができるくらいの音量を目安に
してください。

イヤーパッドについて
イヤーパッドは消耗品です。日常の使用や長期
の保存により劣化しますので、破損したら交換
してください。
イヤーパッドを交換する場合は、ソニーサービ
ス窓口にご相談ください。

故障かな？と思ったら
修理にお出しになる前に、もう一度点検してく
ださい。それでも正確に動作しないときは、テ
クニカルインフォメーションセンター、または
お買い上げ店、ソニーサービス窓口、お客様ご
相談センターにお問い合わせください。

音が出ない
, プロセッサーとAV機器の接続を確認する。
, プロセッサーにつないだAV機器の電源を入
れ、演奏（再生）を始める。

, プロセッサーとAV機器のヘッドホン端子を
つないだときは、接続した機器の音量を上げ
る。

, ヘッドホンの音量を上げる。
, ヘッドホンの電池が完全に消耗している。
フリーアジャストバンドを引き、POWERラ
ンプが消灯していたら、充電式電池は充電
し、アルカリ乾電池は新しいものと交換す
る。それでもランプが消灯したままの場合
は、テクニカルインフォメーションセン
ター、またはサービス窓口にお持ちくださ
い。

, ヘッドトラッキング機能がうまく働いていな
い。
ヘッドホン装着時にHEAD TRACKINGス
イッチをONにしたときや、ONの状態で
ヘッドホンを装着したときは、約２秒間頭を
動かさないでください。それでも音が出ない
場合には、ヘッドホンを１回外し、再び装着
しなおしてください。

音がひずむ
, プロセッサーとAV機器のヘッドホン端子を
つないだときは、接続した機器の音量を下げ
る。

音が小さい
, プロセッサーとAV機器のヘッドホン端子を
つないだときは、接続したAV機器の音量を
上げる。

, ヘッドホンの音量を上げる。

持続時間

約7時間*（フル充
電した場合）

約7時間*

電池の種類

ソニー単3形ニッケル水素電池
NH-AA（付属）

ソニーアルカリ乾電池

LR6(SG)（別売り）

フリーアジャスト

バンド

POWER
ランプ

音量を上げる

音量を下げる

#側から入れる

警告音が鳴る

「ピッピッピッ...」
, ヘッドホンがプロセッサーからの赤外線を受
信できない。
• プロセッサーの電源を入れる。
• プロセッサーとACパワーアダプター、電
源コンセントの接続を確認する。

• プロセッサーとヘッドホンの間に障害物が
ないか確認する。

• なるべくプロセッサーの近くでヘッドホン
を使用する。

• プロセッサーの位置や角度を変える。
• ヘッドホンの赤外線受光部を手や髪でお
おっていないか確認する。

• 直射日光の入る窓際で使っているときは、
カーテンやブラインドを閉めて直射日光が
当たらないようにする。または直射日光の
当たらない場所で使う。

• プラズマディスプレイがヘッドホンの近く
にある場合は、ヘッドホンを離す。

「ピーッ、ピーッ、ピーッ...」
, ヘッドホンの電池が消耗している。フリーア
ジャストバンドを引き、POWERランプが点
滅していたら、充電式電池は充電し、アルカ
リ乾電池は新しいものと交換する。それでも
ランプが点滅し、警告音が鳴り続ける場合
は、テクニカルインフォメーションセンター
またはサービス窓口にお持ちください。

ヘッドトラッキング機能の正面方
向が実際と合わない
, 実際の正面方向を向いて、ヘッドホンの

RESETボタンを押す。

保証書とアフターサー
ビス
保証書
• この製品には保証書が添付されていますの
で、お買い上げの際お受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの
うえ、大切に保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べくだ
さい。

それでも具合の悪いときは
テクニカルインフォメーションセンター、また
はお買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓
口のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓口
にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただ
きます。くわしくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要
望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社ではコードレスステレオヘッドホンの補修
用性能部品（製品の機能を維持するために必要な
部品）を、製造打ち切り後最低6年間保有してい
ます。この部品保有期間を修理可能の期間とさ
せていただきます。保有期間が経過したあと
も、故障箇所によっては修理可能の場合があり
ますので、テクニカルインフォメーションセン
ター、またはお買い上げ店、サービス窓口にご
相談ください。

POWERランプ

という音がしたら、充電式電池を充電するか、
新しいアルカリ乾電池に取りかえてお使いくだ
さい。

ヘッドホンから音声が聞こえないときは
赤外線の届く範囲から離れたり、赤外線がさえ
ぎられたりして受信状態が悪くなると、自動的
にミューティング機能が働き、「ピッピッピッ
…」というビープ音が鳴ってヘッドホンから音声
が聞こえなくなります。プロセッサーに近づく
か、赤外線がさえぎられないようにすれば、自
動的にミューティング状態は解除されます。


